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タイムライン二次案提示！！
第７回“みんなでつくる”五ヶ瀬川タイムライン検討会

を開催します。

平成２８年８月３０日に公表しました「想定し得る最大降雨による浸水想定区

域」を基にしたタイムライン の一次案を元に、出水時に発生する内水被害及※1

び土砂災害も含めたタイムライン（二次案）について、平成３０年２月２６日には

机上訓練を実施、訓練後各関係機関にフォローアップヒアリングを実施し検討

を進めてきました。今回の検討会ではこれらを踏まえたタイムライン二次案を

提示します。

○参加機関

今回のタイムライン検討会は、宮崎大学教授をはじめ、県・市などの行政

機関に加え、インフラ事業者（ガス・電気・電話等 ・交通事業者（バス・電）

車等）の他、大規模民間企業や住民を代表し区長連絡協議会、災害時におけ

る復旧活動に重要な役割を担う建設業協会等にも参加して頂きタイムライン

二次案提示、策定に向けて取り組んでいきます。

五ヶ瀬川水系で一体となり“みんなで”五企業・住民目線の意見も収集し

に取り組みます。ヶ瀬川タイムラインの作成

開催日：６月７日（木）
時 間：１３：３０～１５：３０（予定）
場 所：延岡市 消防本部 ２ 視聴覚室F

（延岡市野地町 丁目２７６１番地）5

タイムラインとは※1

「いつ 「誰が 「何をするのか」を、あらかじめ時系列で整理した防災」、 」、

行動計画です。国、地方公共団体、企業、住民等が連携してタイムラインを

策定することにより、災害時に連携した対応を行うことができます。
参考資料１：タイムライン一次案 イメージ

【問合せ先】

国土交通省九州地方整備局 延岡河川国道事務所

宮崎県延岡市大貫町１丁目２８８９ （電話（代表）：0982-31-1155）

技術副所長（河川） 川元壊二（内線204)

調査第一課長 小野富生（内線351）
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※次年度以降の検討会で行動の追加・タイミング等の見直しを随時行っていきます。
実際の気象状況により発表される気象情報の内容・時刻は変化します。

89830067
テキストボックス
参考資料１
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